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7 考察ⅠⅠ   

図2のイラストのような観察事実は確かに  
図3のグラフのような活動度の変化を伴って  
いた。   

すなわち、女王蟻が活動を開始すると、ワー  

4 考察Ⅰ   

パトロール効率を向上させる手段の一つと  
して、アリ同士のコミュニケーションが考え  

られる。つまり、何らかの方法で女王蟻が未  
接触のワーカーの位置を知ることができれば  
パトロール効率は格段に向上する。   

しかし、暗い巣内において視覚により個体  
識別は考えにくい。また、ワーカーが卵巣発達  
時に出すフェロモンを遠くから感知してる可  
能性も考えたが、以下の理由で不可能である。   

1．フェロモンがべっとりとした物質であれ  
ば巣内の至る所にくっついてしまい判断  
ができない   

2．フェロモンが揮発性の物質であればすぐ  
に巣内に充満し位置を特定  
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向上とも考えることができる。  
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向上させる行動が見られる。  

5 観察事実   

トゲオオハリアリのコミュニケーションが直  
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の観察を行う。すると、それまでずっと休憩  
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9 今後の予定   

今後の予定としては図3についてシミュレー  
ションによるモデル化を行いアルゴリズムの  

抽出を行っていきたいと考えている。  
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6 実験   

そこで、女王単体の活動とコロニー全体の  
活動度の変化を比較する実験を行った図3。す  
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図1：コロニーの活動度に対する女王のパトロール時間の変化，☆は実験結果の活動度  
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図3‥aCtvityの時間変化と女王蟻の活動／休憩の時間変化  
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